
学科名：

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

例年通り、新入生ガイダンスにおい
て、中央警察署へ学生生活を送る上
で、具体例を交えた安全対策につい
ての講話を依頼した。７月の西日本
豪雨による被災地へのボランティア
活動の支援については、市からの要
請を受けたり、個人で自発的に行う
など、多くの参加がみられた。クラ
ブ・サークルについては、全国大会
に出場した学生へ、助成金を補助し
たり、オープンキャンパスに参加し
たクラブ・サークルへ助成金を補助
した。

〇 〇

学内で起こった事案に対し、警察、
施設課と連携をとり、安全対策に努
めた。学生にとって学内が安全な場
所であるよう、施設面でも整備する
よう依頼した。毎年オリエンテー
ション時に、新入生へは注意喚起を
促しているが、各学年へも自分の身
はまず自分で守ることについて、次
年度より、前期・後期、定期的に掲
示やメールで注意喚起を行う。

〇 〇

本学独自の奨学金制度に関して
は、前期募集をしたが、現在の規程
では採用条件をクリアし難いケース
が多い為、「卒業年次生」や「経済
状況が著しく悪化した等の理由で退
学・休学をせざるをえない学生」を
優先して採用したり、また特待生制
度についても入学後の成績上位者
へ、授業料の減免をする等の規程を
検討したい。

　△ 　△

日本学生支援機構奨学金において
はすでに給付型も始まっており、大
学としては先ず2020年度より開始さ
れる高等教育の無償化に向けて、
「授業料減免制度」に関わる検討が
急がれている為、本学独自の奨学金
制度の見直しは「減免制度」の成果
状況により検討する。

　△ 　△

前期には、学生からのハラスメン
トに関する相談はなかったが、今年
度も９月上旬に「ハラスメント防
止」に関する教職員研修を行った。
今後も研修を持続し、発生しないよ
う事前に防ぐ方策の継続を要する。

〇 〇

学内外において、公費での飲酒は
禁止している旨、教職員に周知を
行っていたにもかかわらず、遵守し
ない例も見られたため、今後も教職
員へ研修・周知を行っていく。

〇 〇

前期においては、本学の学生に対
してSNSへの書き込みをされたりし
た事案があり、警察署と連携し対応
した。また、安全面において手薄な
女子トイレについて、施設課へ依頼
し、改修がなされた。これらについ
て学生委員や教員への周知を行い、
学生へさらなる注意喚起を促した。

〇 〇

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

中　期　目　標 中　期　計　画

学生の生活面において、学内外問
わず安心・安全な学生生活確保のた
め、支援する。また学友会を始め、
クラブ・サークル活動、ボランティ
ア活動がより躍動できるよう支援す
る。

学生生活において危険な情報が常
に把握できるよう、警察署と密に連
携が取れるよう努める。また学生が
自身で身を守れるよう安全対策の講
話・講習に参加させる。ボランティ
ア活動においては、内容に応じて、
全学生対象の場合は掲示やメール
で、専門性を問われる内容の場合に
は、直接担当教員へ紹介する。クラ
ブ・サークル活動の活性化を目指
し、学内外より依頼されたボラン
ティアの紹介をし、助成金を補助す
る。また大会等で優秀な成績を収め
たクラブ・サークルにも今年度から
助成金を補助することになった。学生に対する修学支援、生活支援、進

路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　学生課 計画：平成30年5月7日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

学生生活において、特に生活面で
問題となる事項について、学生委員
会で逐次審議し改善していく。

学生が安心して学生生活が送れる
よう、生活面においてのトラブルを
抱えている学生への相談に応じた
り、学生課内で解決できない事案に
ついては、定例のみならず、問題が
生じた時点で臨時の学生委員会を開
催し、学生へ不利益が生じないよう
解決策を審議する。

昨年度同様、経済的に修学困難な
学生の休学・退学を少しでも防げる
よう、学外奨学金の紹介をするとと
もに、本学独自の奨学金制度の拡充
を目指す。

昨年度より、本学独自の奨学金制
度の見直しを検討しており、他大学
の奨学金制度を参考にして「特待制
度」の条件の内容や「授業料減免」
の拡充等、本学の学生の状況にあっ
た制度の充実を検討していく。

ハラスメント問題が発生しないよ
う、教職員・学生ともに研修を行
い、また発生した場合には早期解決
できるよう、学生へ相談窓口の周知
を行い、体制を明確にする。

学生に対しては、入学時のキャン
パスライフセミナーにおいて、相談
窓口・体制について周知を行う。教
職員に対しても、学生とトラブルに
ならないよう、研修会を行ったり、
学生対応に十分注意し、問題が拡大
しないよう学科内やカウンセラー等
の第三者へ相談する。

心身の健康保持・増進及び安全・衛生
へ配慮するとともに、学生の人権を保障
し、ハラスメント防止のための措置を適切
に行う。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンスを
実施する。

奨学金等をを通じた経済的支援の充実
を図り、安定した学生生活の実現に努め
る。



夜間の教室内における危険な行為に
対し、警察署と連携して対処した。
学生自身も危機管理がしっかりでき
るよう、掲示やメールで周知徹底さ
せるとともに、学生委員を通して学
科・学部の教員より学生への指導を
依頼した。また、施設面においては
総務課・施設課に「監視カメラの増
設」「人感センサー付きLED電灯の
設置」「巡回の強化」等安全面の対
策を依頼した。

〇 〇

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

（１）平成３０年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載す
る。

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。


